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研
究
ノ
ー
ト
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
一
七
音
は
「
コ
ウ
ラ
ン
チ
ョ
ウ
」
で
あ
り
、
筆
者
が
幼
い
こ
ろ
耳
に
し
た
祖
母
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
〔
●
○
○
○
○
○＝
高
低
低
低
低
低
〕
で
あ
っ
た
）。
右
の
『
佐
古
郷
土
誌
』（
一
七
三
〜
四
頁
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
っ
て
、
終
戦
後
ま
も
な
く
の
頃
か
ら
所
在
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
事
情
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
際
充
分
調
査
し
て
、
そ
の
跡
を
明
ら
か
に
し
、
後
世
に
伝
え
た
い
場
所
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
⑴
柴
秋
村
の
塾
⑵
岡
久
桂
堂
の
塾
⑶
志
摩
利
右
衛
門
の
別
邸
⑷
永
尾
長
左
衛
門
の
鋳
場
⑸
武
田
丑
太
郎
先
生
の
宅
そ
こ
で
、
徳
島
市
役
所
の
資
産
税
課
で
「
旧
土
地
台
帳
」
と
い
う
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、【
図
Ⅰ
】
に
示
し
た
場
所
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
こ
の
場
所
に
は
、
お
味
噌
の
醸
造
業
の
方
が
お
店
を
構
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
（
商
品
名
は
「
マ
ル
ト
ク
味
噌
」）。
間
口
は
通
常
の
民
家
の
三
戸
分
あ
っ
て
、
真
ん
中
が
店
舗
、
東
隣
が
倉
庫
、
西
隣
は
、
道
路
側
が
一
部
空
き
地
と
小
さ
な
倉
庫
、
奥
が
倉
庫
ふ
う
の
大
き
な
建
物
で
あ
る
。
武
田
氏
の
旧
宅
は
、
こ
の
西
側
三
分
の
一
の
部
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
資
産
税
課
で
は
、
明
治
時
代
の「
一
歩（
分
）
一
間
図
（
い
ち
ぶ
い
っ
け
ん
ず
）」
と
い
う
も
の
も
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
明
治
六
年
の
地
租
改
正
に
伴
な
っ
て
作
ら
れ
た
、
地
図
形
式
の
台
帳
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
旧
・
上
佐
古
町
三
丁
目
（
旧
旧
・
小
裏
丁
三
丁
目
。
今
の
住
居
表
示
で
、
佐
古
二
番
町
の
、
4
の
北
半
分
﹇
通
り
の
南
側
の
並
び
﹈
と
、
5
の
南
半
分
﹇
通
り
の
北
側
の
並
び
﹈）
は
、
両
側
と
も
ほ
ぼ
十
一
等
分
さ
れ
た
敷
地
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
（【
図
Ⅱ
】
に
簡
略
化
し
た
も
の
を
示
し
た
）。
江
戸
時
代
の
古
い
絵
図
（
第
6
節
参
照
）
に
「
足
軽
屋
敷
」
「
足
軽
町
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
町
並
み
を
彷
彿
と
さ
せ
る
土
地
割
り
で
あ
る
（
注
④
）。
武
田
氏
の
旧
宅
は
、こ
の
南
側
の
並
び
の
東
か
ら
九
軒
目（
西
か
ら
三
軒
目
）
で
あ
る
こ
と
を
、
資
産
税
課
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た（
な
お
、一
歩
一
間
図
で
、
東
か
ら
十
軒
目
と
十
一
軒
目
に
あ
た
る
部
分
﹇＝
西
か
ら
一
軒
目
と
二
軒
目
に
あ
た
る
部
分
﹈
に
は
、
現
在
、
北
側
か
ら
見
て
家
が
三
戸
分
建
っ
て
い
る
。
ど
こ
か
の
時
点
で
土
地
割
り
が
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
）。
『
佐
古
郷
土
誌
』に
記
さ
れ
て
い
た
五
つ
の
課
題
の
う
ち
、
そ
の
一
つ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
で
解
決
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
（
⑵
の
岡
久
桂
堂
に
つ
い
て
は
、
注
⑦
参
照
）。
⑵
彼
は
ど
の
よ
う
に
通
勤
し
た
か
彼
の
通
勤
に
つ
い
て
は
、『
伝
』（
文
献
①
、
五
一
頁
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
先
生
ハ
小
四
十
年
佐
古
ト
富
田
ヲ
出
勤
ニ
往
復
シ
テ
居
ラ
レ
タ
。
古
イ
ト
コ
ロ
デ
ハ
常
ニ
、
岩
佐
、
林
両
先
生
ト
同
道
セ
ラ
ル
ル
ヲ
見
受
ケ
タ
コ
ト
ガ
ア
ツ
タ
。
後
江
口
先
生
ト
同
道
セ
ラ
レ
タ
コ
ト
ハ
、
先
生
ノ
悠
々
ト
緩
歩
セ
ラ
レ
ル
ニ
江
口
先
生
ノ
小
股
デ
チ
ヨ
コ
〳
〵
ト
相
対
シ
テ
当
時
話
題
ニ
上
ツ
タ
コ
ト
モ
ア
ツ
タ
。
特
ニ
江
口
先
生
ト
ハ
近
所
デ
且
同
学
科
デ
ア
ツ
タ
カ
ラ
朝
夕
往
復
ノ
途
上
デ
ハ
嘸
々
随
分
六
ケ
敷
数
学
上
ノ
話
モ
ア
ツ
タ
デ
ア
ラ
ウ
。
江
口
先
生
ガ
逝
カ
レ
テ
カ
ラ
先
生
ガ
独
リ
寂
シ
相
ニ
帰
ラ
レ
テ
居
ツ
タ
。
間
モ
ナ
ク
新
居
先
生
ノ
同
行
ガ
出
【
図
Ⅱ
】
【
図
Ⅰ
】
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
一
八
来
タ
際
ハ
折
々
同
ジ
帰
リ
時
ニ
ハ
自
分
モ
オ
伴
ヲ
シ
テ
横
手
デ
別
レ
テ
居
ツ
タ
。
先
生
ガ
新
居
先
生
ヲ
待
合
ス
コ
ト
ハ
甚
ダ
親
切
デ
何
時
モ
新
居
先
生
ノ
担
当
事
務
ガ
済
ム
マ
デ
先
生
ガ
待
ツ
テ
居
ラ
レ
タ
コ
ト
ハ
話
相
手
ノ
同
道
ト
イ
フ
コ
ト
ガ
一
理
由
デ
ハ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
他
人
デ
ハ
一
寸
真
似
ノ
出
来
ヌ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
。（
小
出
植
男
「
噫
武
田
先
生
」
の
部
分
）
か
つ
て
、
徳
島
中
学
校
（
旧
制
）
は
、
今
の
県
庁
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
今
の
城
南
高
校
の
位
置
に
引
き
移
っ
た
の
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
の
こ
と
で
あ
る
（『
百
年
史
』
文
献
②
所
収
の
年
表
に
よ
る
）。
武
田
丑
太
郎
も
、
新
町
川
の
南
側
に
あ
る
ど
こ
か
の
道
筋
（
船
場
や
新
町
の
通
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
）
を
東
に
歩
い
て
、
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
注
⑤
）。
こ
こ
に
出
て
く
る
教
員
は
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
人
た
ち
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
括
弧
内
は
勤
務
時
期
お
よ
び
担
当
科
目
。『
同
窓
会
名
簿
』（
文
献
⑪
）
所
載
の
「
旧
職
員
録
」
に
依
る
。
担
当
科
目
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
）。
①
岩
佐：
岩
佐
直
（
明
治
一
二
・
九
〜
二
一
・
四
）
②
林
：
林
豊
太
郎
（
明
治
二
〇
・
八
〜
昭
和
五
・
三
。
数
学
）
③
江
口：
江
口
真
砂
太
（
明
治
二
九
・
四
〜
三
四
・
八
。
数
学
）
④
新
居：
新
居
政
太
郞
（
明
治
四
一
・
六
〜
大
正
五
・
四
）〔
後
に
引
く
『
佐
古
郷
土
誌
』
の
記
述
か
ら
、
担
当
科
目
は
国
語
と
歴
史
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
〕
①
の
岩
佐
直
に
つ
い
て
は
、『
伝
』（
文
献
①
、
二
二
〜
三
頁
）
に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
武
田
氏
ハ
明
治
十
二
年
ノ
頃
、
早
ク
既
ニ
中
学
校
教
師
ト
ナ
ツ
テ
居
タ
。
其
ノ
前
々
年
（
明
治
十
年
）
ニ
同
郷
ノ
岩
佐
直
氏
ガ
酒
井
県
知
事
カ
ラ
体
操
科
研
究
ノ
為
メ
上
京
ノ
内
命
ヲ
受
ケ
之
ヲ
友
人
ト
シ
テ
ノ
武
田
氏
ニ
相
談
シ
タ
コ
ト
ガ
ア
ツ
タ
。
其
時
武
田
氏
ハ
曰
ク
、
夫
ハ
宜
シ
イ
、
一
年
ナ
リ
一
年
半
カ
ゝ
ル
ト
モ
研
究
シ
テ
中
等
教
員
ノ
資
格
ヲ
得
ラ
ル
ベ
シ
ト
大
イ
ニ
賛
成
シ
且
ツ
曰
ク
自
分
ハ
英
ト
独
ハ
可
ナ
リ
読
メ
ル
ガ
仏
ガ
読
メ
ヌ
カ
ラ
君
ガ
留
守
中
ニ
仏
語
ガ
読
メ
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ツ
テ
置
ク
ト
約
束
シ
タ
。
其
後
岩
佐
氏
ガ
帰
郷
ノ
時
、
武
田
氏
ハ
已
ニ
美
事
ニ
成
功
セ
ラ
レ
テ
ヰ
タ
僅
一
ケ
年
間
ニ
仏
語
ノ
数
学
書
位
ハ
十
分
ニ
読
解
ス
ル
学
力
ヲ
具
ヘ
タ
ノ
デ
岩
佐
氏
ハ
驚
キ
（
後
略
）
※
な
お
、
こ
の
部
分
に
林
鶴
一
（
明
治
二
十
二
年
卒
）
は
頭
注
を
附
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
岩
佐
直
先
生
ハ
亦
徳
島
中
学
校
ニ
勤
務
セ
ラ
レ
余
ノ
師
タ
リ
武
田
丑
太
郎
、
数
え
年
十
九
歳
の
頃
の
挿
話
で
あ
る
。「
同
郷
」
と
い
う
の
は
、
同
じ
佐
古
の
出
身
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
②
の
林
豊
太
郎
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
三
）
に
つ
い
て
は
、『
百
年
史
』（
文
献
②
、
二
四
七
頁
）
に
次
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
同
道
者
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
（
注
⑥
）。
先
生
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
九
月
、
徳
島
市
北
佐
古
町
に
生
ま
れ
、
二
十
七
（
※
注
記
）
年
七
月
、
徳
島
中
学
校
を
卒
業
、
当
時
の
秋
山
正
議
校
長
は
こ
の
十
九
才
に
満
た
ぬ
白
面
の
一
青
年
を
卒
業
と
同
時
に
直
ち
に
抜
擢
任
用
し
、
多
士
済
々
た
る
教
授
陣
に
加
え
て
英
語
・
数
学
を
担
当
さ
せ
た
。（
中
略
）
以
来
、
旧
師
阿
部
有
清
、
武
田
丑
太
郎
両
氏
を
補
佐
し
（
後
略
）
（
※
注
記
）
二
十
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
の
部
分
に
《
先
生
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
九
月
か
ら
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
ま
で
、
実
に
四
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
徳
中
に
勤
続
さ
れ
》
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
同
窓
会
名
簿
』（
文
献
⑪
）
で
も
、
明
治
二
十
年
卒
と
な
っ
て
い
る
。
③
の
江
口
真
砂
太
に
つ
い
て
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
近
所
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
人
も
佐
古
在
住
の
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
④
の
新
居
政
太
郞
に
つ
い
て
は
、「
追
想
会
」
に
も
言
及
が
見
え
る
（『
百
年
史
』
文
献
②
、
一
六
二
頁
。
発
言
者
に
つ
い
て
は
注
①
の
後
半
部
分
参
照
）。
松
本
徳
三
郎
君
（
同
志
社
大
学
二
年
）「
私
は
佐
古
の
生
れ
で
す
が
、（
中
略
）
私
は
今
も
、
先
生
が
新
居
先
生
と
一
緒
に
杖
を
つ
き
な
が
ら
朝
々
学
校
へ
通
っ
て
ゐ
ら
れ
た
の
を
思
ひ
出
し
ま
す
。（
後
略
）」〔
原
文
正
漢
字（
以
下
同
）。
発
言
者
は
、
大
正
四
年
卒
（
右
記
の
同
窓
会
名
簿
に
よ
る
）〕
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
一
九
こ
の
人
に
つ
い
て
は
、『
佐
古
郷
土
誌
』（
文
献
③
）「
第
二
部
・
第
一
章
」
所
収
の
「
人
物
志
」（
二
〇
二
〜
三
頁
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（〔
〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
注
記
）。
文
久
元
年〔＝
一
八
六
一
年
〕十
月
三
日
、
名
東
郡
徳
島
佐
古
村
二
十
九
屋
敷
で
、
士
族
新
居
善
次
郎
の
長
男
と
し
て
生
れ
、
明
治
十
三
年
八
月
徳
島
師
範
学
校
師
範
科
を
卒
業
し
、
後
に
中
等
学
校
教
員
と
な
つ
て
他
府
県
を
歴
任
し
、
明
治
四
十
一
年
徳
島
中
学
校
に
帰
り
、
国
語
・
歴
史
を
担
任
し
て
十
年
近
く
在
職
し
、
大
正
の
初
期
に
退
職
し
て
昌
栄
銀
行
支
店
長
と
な
り
、
北
佐
古
町
秋
田
町
に
住
み
、
昭
和
三
年
三
月
九
日
、
北
佐
古
町
字
台
所
町
三
十
二
番
地
の
一
に
お
い
て
、
六
十
八
歳
で
歿
し
た
。
小
山
氏
の
『
徳
島
市
街
詳
地
図
』（
文
献
⑥：
第
5
節
の
【
図
Ⅲ
】）
で
見
る
と
、
台
所
町
と
い
う
の
は
、
大
裏
丁
の
一
丁
目
〜
三
丁
目
あ
た
り
の
北
側
に
あ
た
る
地
区
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、『
地
図
絵
図
集
』（
文
献
⑦
）
所
収
の
解
説
冊
子
に
記
さ
れ
た
「
2
徳
島
市
街
の
町
名
の
変
遷
」
を
参
照
す
る
と
（
昭
和
十
七
年
か
ら
昭
和
三
九
年
ま
で
用
い
ら
れ
た
呼
び
名
で
言
っ
て
）「
新
佐
古
町
」（
一
部
は
「
北
佐
古
町
」
や
「
東
佐
古
町
」）
に
該
当
す
る
地
区
で
あ
り
、「
三
二
番
地
」
は
、「
新
佐
古
町
一
丁
目
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
二
五
〜
六
頁
）。
小
山
氏
・
詳
地
図
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
北
側
に
「
淡
路
町
」
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
右
の
解
説
冊
子
に
よ
れ
ば
「
秋
田
丁
」
に
含
ま
れ
る
（
二
五
頁
）。
徳
島
中
学
校
勤
務
時
代
に
彼
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
か
は
よ
く
解
ら
な
い
。
⑶
彼
は
ど
の
よ
う
に
交
遊
し
た
か
武
田
丑
太
郎
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、『
伝
』（
文
献
①
、
二
九
頁
）
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。
先
の
新
居
政
太
郞
は
、
こ
こ
に
も
登
場
す
る
。
武
田
氏
ハ
兄
弟
一
人
モ
ナ
カ
ツ
タ
カ
ラ
徒
然
ノ
折
ニ
ハ
親
友
ヲ
招
イ
テ
晩
餐
ヲ
共
ニ
シ
且
ツ
語
リ
、
且
ツ
食
ウ
無
上
ノ
愉
快
ト
シ
、
令
息
ヤ
親
戚
知
人
又
ハ
門
下
生
ガ
内
地
ハ
モ
ト
ヨ
リ
朝
鮮
満
州
ナ
ド
ヨ
リ
珍
シ
キ
品
物
ヲ
贈
ツ
テ
来
タ
時
ハ
其
度
毎
ニ
親
友
ヲ
呼
ビ
、
共
ニ
賞
味
ス
ル
ヲ
常
ト
シ
独
リ
デ
味
ハ
ウ
ナ
ド
ハ
決
シ
テ
無
カ
ツ
タ
ト
云
フ
。
此
ノ
武
田
氏
ノ
晩
餐
席
上
ニ
招
待
サ
レ
タ
人
々
ハ
箕
村
喜
佐
太
郎
、
新
居
政
太
郞
、
倉
野
園
次
郎
ノ
三
氏
デ
共
ニ
佐
古
町
ニ
居
住
セ
ラ
レ
居
ル
人
々
デ
ア
ツ
タ
。〔
原
文
「
佐
喜
太
郎
」
と
記
す
が
、
諸
書
に
よ
り
「
喜
佐
太
郎
」
に
改
め
た
〕
三
人
の
う
ち
、
新
居
政
太
郞
に
つ
い
て
は
、
先
に
記
し
た
。
箕
村
喜
佐
太
郎
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
引
い
た
『
佐
古
郷
土
誌
』（
文
献
③
）
所
収
の
「
人
物
志
」（
二
〇
二
頁
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
五
年
〔＝
一
八
五
二
年
〕
三
月
十
七
日
、
名
東
郡
徳
島
佐
古
村
百
三
十
八
番
屋
敷
、
箕
村
吉
三
の
長
男
と
し
て
生
れ
た
。
多
年
小
学
校
に
勤
続
し
明
治
二
十
一
年
二
月
か
ら
明
治
三
十
年
七
月
ま
で
新
町
校
長
、
明
治
三
十
一
年
四
月
か
ら
大
正
八
年
三
月
ま
で
佐
古
校
長
と
な
り
精
励
恪
勤
を
以
て
聞
え
、
明
治
三
十
八
年
の
天
長
節
に
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
せ
ら
れ
た
。
大
正
八
年
六
月
十
二
日
、
七
十
歳
で
、
北
佐
古
町
字
小
裏
町
百
四
十
九
番
地
の
一
に
歿
し
た
。
こ
の
人
に
つ
い
て
は
同
じ
く
『
佐
古
郷
土
誌
』
の
「
第
三
部
・
人
物
伝
」（
三
五
三
〜
四
頁
）
に
も
記
事
が
見
え
、
こ
ち
ら
に
は
《
嘉
永
五
年
上
佐
古
五
丁
目
に
生
れ
る
》
と
記
さ
れ
、
こ
れ
に
続
く
「
箕
村
益
二
」
の
項
で
は
《
明
治
二
十
三
年
八
月
、
上
佐
古
五
丁
目
箕
村
喜
佐
太
郎
氏
長
男
と
し
て
生
れ
る
》（
三
五
四
頁
）
と
述
べ
る
。
お
そ
ら
く
、
武
田
家
に
招
か
れ
た
と
き
に
も
、
同
じ
町
筋
の
五
丁
目
か
ら
訪
ね
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
注
⑦
）。
倉
野
園
次
郎
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
「
人
物
志
」（
二
〇
三
頁
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。
慶
応
元
年
〔＝
一
八
六
五
年
〕
五
月
二
十
二
日
、
名
東
郡
加
茂
名
町
大
字
蔵
本
村
蛇
谷
前
十
八
番
屋
敷
、
倉
野
程
三
郎
の
二
男
に
生
れ
た
。
明
治
十
九
年
十
二
月
、
徳
島
県
師
範
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
て
、
小
学
校
に
奉
職
し
た
が
、
後
に
徳
島
市
役
所
に
入
り
、
久
し
く
学
事
を
担
当
し
て
大
正
中
期
に
及
ん
だ
。
昭
和
十
七
年
二
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
〇
月
二
十
一
日
、
七
十
八
歳
で
歿
し
た
。
「
蛇
谷
」（「
じ
ゃ
た
に
」。
筆
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
〔
●
●
●＝
高
高
高
〕）
は
、
南
佐
古
七
番
町
・
椎
宮
神
社
（「
椎
宮
」
は
「
し
い
の
み
や
」。
筆
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
〔
●
●
●
●
●＝
高
高
高
高
高
〕）
の
東
側
に
あ
る
谷
の
名
前
で
あ
り
（
筆
者
も
小
さ
い
こ
ろ
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
所
で
あ
り
、
現
存
す
る
）、
そ
こ
へ
入
っ
て
行
く
道
に
は
、「
倉
野
」
と
い
う
お
宅
も
存
在
す
る
（
そ
れ
以
上
の
事
実
関
係
は
確
か
め
得
て
い
な
い
）。
こ
の
人
に
つ
い
て
も
、「
第
三
部
・
人
物
伝
」
に
重
ね
て
記
述
が
見
え
、
こ
ち
ら
で
は
《
慶
応
元
年
五
月
南
佐
古
三
谷
で
生
れ
る
》（
三
三
五
頁
）
と
あ
る
。「
三
谷
」（
読
み
は
「
み
た
に
」。
筆
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
〔
●
●
●＝
高
高
高
〕。「
三
谷
遺
跡
」
の
名
称
も
こ
の
呼
び
名
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
）
は
、『
続
佐
古
郷
土
誌
』
所
収
の
「
明
治
・
大
正
期
の
東
三
谷
口
伝
」（
文
献
④
、
三
二
二
〜
三
三
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
東
は
古
馬
場
か
ら
、
大
安
寺
・
椎
宮
神
社
な
ど
を
経
て
、
西
は
産
宮
神
社
（「
産
宮
」
は
、
筆
者
の
発
音
は
「
う
う
の
み
や
」
だ
が
、
表
記
か
ら
す
れ
ば
「
う
ぶ
の
み
や
」
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。『
続
佐
古
郷
土
誌
』
文
献
④
・
二
五
九
頁
で
は
、「
産
八
幡
」
に
「
う
ぶ
は
ち
ま
ん
」
の
振
り
仮
名
を
附
し
て
い
る
。
筆
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
〔
●
○
○
○
○
＝
高
低
低
低
低
〕）
の
西
側
百
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
ま
で
に
至
る
、
眉
山
の
山
裾
を
中
心
と
す
る
地
域
の
呼
び
名
で
あ
り
、
古
馬
場
か
ら
椎
宮
神
社
の
西
側
五
十
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
ま
で
の
「
東
三
谷
」
と
、
そ
れ
以
西
の
「
西
三
谷
」
と
に
分
か
れ
る
と
さ
れ
る
（
三
二
四
頁
）。
こ
の
区
分
け
に
従
え
ば
、「
東
三
谷
」
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
交
遊
当
時
に
ど
こ
に
住
ま
っ
て
い
た
の
か
は
、
確
認
し
得
て
い
な
い
。
⑷
彼
は
ど
の
よ
う
な
店
に
寄
っ
た
か
彼
が
ど
の
よ
う
な
店
に
立
ち
寄
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
買
い
物
を
し
た
か
な
ど
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
た
だ
一
つ
、
佐
古
本
町
五
丁
目
に
あ
っ
た
「
竹
虎
堂
」（
た
け
と
ら
ど
う
）
と
い
う
お
店
と
は
、
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
伝
』（
文
献
①
、
二
九
頁
）
の
次
の
記
事
が
そ
れ
を
示
す
。
武
田
氏
ハ
我
徳
島
ニ
名
物
ガ
少
ク
、
他
府
県
ヘ
贈
ル
土
産
品
ノ
適
良
ノ
モ
ノ
ガ
ナ
イ
ノ
ヲ
嘆
ジ
、
佐
古
町
五
丁
目
ノ
竹
虎
堂
ト
イ
フ
菓
子
舗
ニ
命
ジ
潮
ノ
花
或
ハ
淡
雪
ト
イ
フ
珍
菓
ヲ
製
造
サ
セ
テ
朝
鮮
ニ
ア
ル
親
戚
ヘ
送
ツ
タ
事
ガ
ア
ッ
タ
。
此
ノ
珍
菓
ハ
武
田
氏
ノ
考
案
デ
名
称
モ
武
田
氏
ガ
付
ケ
タ
ノ
デ
ア
ル
ト
伝
フ
。
先
に
引
い
た
「
追
想
会
」（『
百
年
史
』
文
献
②
、
一
六
二
頁
。
注
①
参
照
）
に
も
言
及
が
見
え
る
。
松
本
徳
三
郎
君
（
同
志
社
大
学
二
年
）「
私
は
佐
古
の
生
れ
で
す
が
、（
中
略
）
先
生
は
甘
い
物
好
き
と
み
え
て
、
五
丁
目
の
竹
虎
で
お
菓
子
を
買
っ
て
ゐ
ら
れ
る
の
を
お
見
受
け
し
ま
し
た
。」
他
方
、
竹
虎
堂
に
つ
い
て
は
、『
佐
古
郷
土
誌
』（
文
献
③
）
末
尾
の
「
協
賛
会
員
録
」
（
三
六
三
頁
）
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
大
田
豊
三
郎
明
治
三
十
年
八
月
二
十
日
生
住
所
佐
古
町
五
丁
目
職
業
竹
虎
堂
本
店
製
菓
販
売
略
歴
三
百
余
年
前
の
寛
永
年
間
紀
州
に
於
て
製
菓
業
を
は
じ
め
、
名
城
竹
垣
山
虎
伏
城
に
因
み
竹
虎
堂
と
称
う
。
阿
波
徳
島
に
う
つ
り
て
も
百
余
年
を
数
え
る
長
き
間
名
菓
名
舗
と
し
て
の
伝
統
を
誇
る
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
貴
賓
来
県
の
際
は
必
ず
御
料
用
御
菓
子
御
調
達
を
賜
命
そ
の
栄
光
に
浴
す
。
こ
れ
は
精
魂
を
こ
め
た
研
究
の
技
術
と
正
直
親
切
熱
心
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
努
力
と
仁
義
礼
智
信
を
十
指
に
こ
め
た
祖
先
よ
り
の
家
憲
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
お
店
は
、
つ
い
最
近
ま
で
営
業
し
て
い
た
ら
し
く
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た
二
〇
〇
七
年
の
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
住
居
表
示
は
佐
古
三
番
町
の
1
で
、
佐
古
本
町
の
北
側
の
並
び
に
あ
る
。
南
側
の
並
び
に
岡
忠
さ
ん
と
い
う
阿
波
踊
り
の
着
物
な
ど
を
扱
う
お
店
が
あ
っ
て
、
そ
の
お
向
か
い
で
あ
る
。
今
は
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
）。
四
国
大
学
の
「
凌
霄
文
庫
」
に
は
、
こ
の
お
店
の
「
引
き
札
」（
広
告
用
の
チ
ラ
シ
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
一
⑸彼
は
ど
の
よ
う
に
地
元
に
貢
献
し
た
か
武
田
丑
太
郎
は
、
勤
務
校
以
外
で
も
講
演
会
を
行
な
っ
て
、
科
学
的
知
識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
た
よ
う
で
あ
る
。『
伝
』（
文
献
①
、
二
七
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
小
学
校
教
員
向
け
の
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
注
⑧
の
「
佐
古
村
小
学
校
」「
佐
古
町
小
学
校
」
両
立
時
期
に
つ
い
て
の
条
を
参
照
）。
通
俗
教
育
ノ
必
要
ヲ
唱
導
シ
公
務
ノ
余
暇
ニ
ハ
講
演
会
ナ
ド
ヲ
開
キ
テ
理
科
思
想
ノ
普
及
発
展
ニ
努
力
シ
タ
。
特
ニ
理
科
学
ノ
研
究
ニ
就
テ
ハ
由
来
日
本
人
ガ
西
洋
諸
国
民
ニ
比
シ
テ
劣
レ
ル
ハ
理
科
知
識
ノ
薄
弱
デ
ア
ル
コ
ト
ニ
依
存
ス
ル
、
吾
邦
ヲ
進
歩
セ
シ
ム
ル
ニ
ハ
国
民
ニ
コ
ノ
知
識
ヲ
与
フ
ル
ニ
ア
リ
ト
ノ
見
識
デ
ア
ツ
タ
。
サ
レ
バ
コ
ソ
後
進
子
弟
ニ
之
ヲ
鼓
吹
ス
ル
バ
カ
リ
デ
ナ
ク
、
普
通
ノ
人
々
ニ
モ
専
ラ
コ
レ
ヲ
唱
導
シ
、
明
治
三
十
六
年
佐
古
小
学
校
内
ニ
理
科
通
俗
講
演
会
ヲ
開
キ
、
最
モ
通
俗
的
ナ
ル
電
気
ノ
研
究
ヲ
一
般
人
ニ
示
シ
、
各
記
別
ノ
井
水
ヲ
取
寄
セ
テ
コ
レ
ヲ
蒸
留
シ
ソ
ノ
水
質
試
験
ヲ
行
フ
ナ
ド
当
時
市
民
ノ
視
聴
ヲ
聳
カ
シ
メ
タ
事
ガ
ア
ツ
タ
。
先
の
「
追
想
会
」（『
百
年
史
』
文
献
②
、
一
六
二
頁
。
注
①
参
照
）
に
も
記
事
が
見
え
る
。
松
本
徳
三
郎
君
（
同
志
社
大
学
二
年
）「
私
は
佐
古
の
生
れ
で
す
が
、
先
生
は
佐
古
の
小
学
で
通
俗
講
演
会
を
開
か
れ
て
、
無
線
電
信
や
電
話
な
ど
の
講
演
を
せ
ら
れ
、
佐
古
の
町
民
を
益
し
た
こ
と
は
多
大
で
あ
り
ま
し
た
。（
後
略
）」
前
に
述
べ
た
箕
村
喜
佐
太
郎
が
佐
古
小
学
校
の
校
長
を
勤
め
る
の
は
明
治
三
十
一
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で
と
さ
れ
る
（
前
引
『
佐
古
郷
土
誌
』
参
照
。
ま
た
『
愛
日
百
年
』
文
献
⑤
、
一
一
頁
。
後
者
に
は
箕
村
氏
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。
講
演
会
も
、
こ
の
人
と
の
繋
が
り
が
「
き
っ
か
け
」
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
因
み
に
、
当
時
の
佐
古
小
学
校
は
、
今
の
よ
う
に
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
現
在
私
宅
に
な
っ
て
い
る
敷
地
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
今
、
佐
古
川
（
地
元
で
は
「
な
が
れ
」
と
呼
ば
れ
る
。
筆
者
が
小
さ
い
こ
ろ
聞
き
覚
え
た
ア
ク
セ
ン
ト
は
〔
○
○
●＝
低
低
高
〕
で
あ
り
、
一
般
名
詞
の
〔
●
●
○＝
高
高
低
〕
と
は
異
な
る
）
に
は
「
愛
日
橋
」
と
い
う
の
が
架
か
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
渡
っ
て
正
面
玄
関
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
こ
の
橋
は
ま
だ
架
け
ら
れ
て
い
な
く
て
、
そ
れ
よ
り
も
下
流
の
橋
を
使
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
右
記
『
愛
日
百
年
』
一
二
頁
に
、
そ
の
頃
の
学
校
の
敷
地
見
取
図
が
、
コ
メ
ン
ト
を
附
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
）。
明
治
三
十
九
年
の
「
徳
島
市
街
詳
地
図
」（
文
献
⑥：
【
図
Ⅲ
】）
で
も
、
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
は
、
左
端
・
下
の
「
古
馬
場
」
か
ら
一
丁
ほ
ど
西
の
道
（
今
の
佐
古
配
水
場
東
端
の
道
）
ま
で
が
「
南
佐
古
村
」（
実
際
に
は
「
南
佐
古
町
」。
文
献
⑱
、
二
〇
五
頁
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
西
は
「
蔵
本
村
」
で
あ
っ
た
（
現
在
の
よ
う
に
、
こ
の
地
区
が
南
佐
古
に
含
ま
れ
る
の
は
、
昭
和
十
二
年
か
ら
。
文
献
⑱
、
二
一
一
頁
。
但
し
、
文
献
⑦
所
収
の
解
説
冊
子
・
三
一
頁
で
は
、
昭
和
十
七
〜
十
八
年
）。
現
在
の
佐
古
小
学
校
は
、
そ
の
西
端
が
古
馬
場
に
接
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
図
で
は
、
そ
こ
は
空
白
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
東
側
に
「
小
学
校
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
愛
日
百
年
』（
文
献
⑤
、
一
二
頁
）
に
は
当
時
の
小
学
校
の
間
取
り
も
見
え
る
。
武
田
氏
も
、
そ
れ
ら
の
教
室
の
ど
こ
か
で
講
演
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
注
⑧
）。
⑹
彼
の
住
ん
だ
佐
古
と
い
う
町
最
後
に
、
武
田
丑
太
郎
の
住
ん
で
い
た
旧
・
上
佐
古
町
（
旧
旧
・
小
裏
丁
）
や
、
竹
【
図
Ⅲ
】
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
二
虎
堂
の
あ
っ
た
旧
・
佐
古
町
（
佐
古
本
町
）
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
絵
図
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
由
来
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
資
料
と
し
て
、
次
の
書
物
（
文
献
⑧
）
を
用
い
る
。
○
『
徳
島
城
下
絵
図
図
録
』（
二
〇
〇
〇
年
徳
島
城
博
物
館
）
以
下
、
絵
図
の
番
号
を
掲
げ
な
が
ら
、
時
代
順
に
見
て
ゆ
く
（
絵
図
に
つ
い
て
は
、
こ
の
冊
子
に
直
接
就
い
て
見
ら
れ
る
の
労
を
お
願
い
し
た
い
）。
①
〔
城
下
絵
図
1
〕「
讃
岐
伊
予
土
佐
阿
波
探
索
書
添
付
阿
波
国
徳
島
城
図
（
幕
府
隠
密
徳
島
城
見
取
図
）」（
寛
永
四＝
一
六
二
七
）〔
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
図
書
館
蔵
〕
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
年
）
に
幕
府
隠
密
が
四
国
を
偵
察
し
た
と
き
に
描
い
た
図
と
さ
れ
る
。
寺
島
や
出
来
島
に
は
「
侍
屋
敷
」「
侍
町
」「
町
や
」
な
ど
の
区
画
が
あ
る
が
、
佐
古
は
佐
古
橋
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
辛
う
じ
て
「
在
所
道
」（
注
⑨
）
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
②
〔
城
下
絵
図
2
〕「
御
山
下
画
図
（
忠
英
様
御
代
御
山
下
画
図
）」（
寛
永
八
〜
一
三＝
一
六
三
二
〜
三
六
）〔
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。
同
じ
絵
図
が
『
徳
島
市
史
別
巻
地
図
絵
図
集
』（
文
献
⑦
）
に
も
、
一
枚
の
地
図
の
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
「
忠
英
」
の
読
み
は
「
た
だ
て
る
」
で
あ
り
、
藩
主
と
し
て
は
二
代
目
に
あ
た
る
〕
侍
屋
敷
が
あ
る
の
は
、
寺
島
・
出
来
島
・
助
任
（
す
け
と
う
）
・
常
三
島
・
福
島
・
住
吉
な
ど
で
、
佐
古
や
富
田
に
は
民
家
ふ
う
の
屋
並
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
寺
島
や
新
町
の
町
屋
で
は
縦
横
に
交
差
す
る
町
筋
が
整
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
佐
古
川
南
側
の
山
沿
い
と
佐
古
川
北
側
と
に
赤
い
道
筋
が
示
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
絵
図
1
の
「
在
所
道
」
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
南
側
の
道
は
川
を
渡
っ
て
北
側
の
道
と
合
流
す
る
が
、川
の
ど
の
地
点
で
北
側
に
渡
る
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
解
説
（
根
津
寿
夫
氏
）
に
よ
る
と
、
佐
古
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
赤
い
附
箋
に
は
「
町
屋
ニ
被
成
所
、但
絵
図
最
前
よ
り
御
前
ニ
御
座
候
」と
記
さ
れ
て
い
る
と
の
由
で
あ
る
。
都
市
計
画
の
心
覚
え
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
解
説
で
は
ま
た
、《
城
下
町
再
編
直
前
の
様
子
を
窺
い
知
れ
る
》
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
、
小
裏
丁
や
大
裏
丁
・
台
所
丁
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
③
〔
城
下
絵
図
5
〕「
阿
波
国
徳
島
城
之
図
」（
正
保
三
年＝
一
六
四
六
）〔
個
人
蔵
〕
内
閣
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
正
保
城
絵
図
」
の
控
え
図
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
先
の
②
〔
城
下
絵
図
2
〕
か
ら
十
年
ほ
ど
後
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
佐
古
方
面
に
も
整
然
と
し
て
街
区
が
連
な
り
、「
侍
屋
敷
」（
北
部
東
側
。
後
の
台
所
町
﹇＝
旧
・
新
佐
古
町
東
部
﹈
や
、
大
裏
丁
﹇＝
旧
・
中
佐
古
町
﹈
の
北
側
の
並
び
の
東
部
）、「
足
軽
町
」
（
後
の
大
裏
丁
の
南
側
の
並
び
や
小
裏
丁
﹇＝
旧
・
上
佐
古
町
﹈
の
両
側
）、「
町
屋
」
（
後
の
佐
古
本
町
）
な
ど
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
る
。
今
の
佐
古
小
学
校
の
南
方
に
あ
た
る
眉
山
山
裾
の
あ
た
り
（
先
の
小
山
氏
の
詳
地
図
【
図
Ⅲ
】
で
「
上
大
安
寺
」
と
記
さ
れ
た
あ
た
り
。
こ
の
「
大
安
寺
」
は
土
地
に
対
す
る
呼
び
名
で
あ
り
、
お
寺
と
し
て
の
「
大
安
寺
」
は
、「
古
馬
場
」
よ
り
も
さ
ら
に
西
側
に
位
置
す
る
）
に
も
、
す
で
に
「
足
軽
町
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
武
田
丑
太
郎
の
旧
宅
も
、
溯
れ
ば
こ
の
時
点
に
ま
で
行
き
着
く
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
生
ま
れ
た
の
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
三
月
九
日
で
あ
る
（『
伝
』
文
献
①
、
三
五
頁
。
前
引
）。
佐
古
の
地
に
「
足
軽
町
」
が
造
成
さ
れ
て
か
ら
、
二
百
年
あ
ま
り
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
町
屋
（
後
の
佐
古
本
町
）
を
見
る
と
、
道
の
北
側
に
だ
け
あ
っ
て
、
南
側
は
佐
古
川
に
じ
か
に
接
し
て
い
る
。
先
の
②
〔
城
下
絵
図
2
〕
で
は
、
道
の
両
側
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
家
の
建
ち
並
ぶ
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
た
。
区
画
整
理
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
④
〔
城
下
絵
図
8
〕「
御
山
下
絵
図
（
綱
矩
様
御
代
御
山
下
絵
図
）」（
元
禄
四＝
一
六
九
一
年
）〔
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。「
綱
矩
」
の
読
み
は
「
つ
な
の
り
」
で
、
藩
主
と
し
て
は
五
代
目
に
あ
た
る
〕
赤
く
色
づ
け
さ
れ
た
町
屋
が
、
道
（
後
の
佐
古
本
町
）
の
両
側
に
広
が
っ
て
い
る
。
西
側
は
九
丁
目
以
西
に
も
延
び
て
い
る
。
十
丁
目
あ
た
り
に
は
古
馬
場
（
今
の
佐
古
小
学
校
の
西
側
の
道
）
と
の
丁
字
路
も
描
か
れ
、「
二
本
松
」
の
文
字
も
見
え
る
。
か
つ
て
は
こ
こ
が
城
下
町
の
西
の
端
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
文
献
⑱
、
一
九
八
頁
）。
天
正
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
三
十
三
年
（
一
五
八
五
年
）
に
藩
祖
家
政
が
阿
波
の
地
に
封
ぜ
ら
れ
て
か
ら
百
余
年
、
漸
く
今
の
佐
古
本
町
の
原
形
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
〔
城
下
絵
図
13
〕「
御
山
下
絵
図
」（
寛
政
八
年＝
一
七
九
六
年
）〔
個
人
蔵
〕
こ
こ
で
は
、
佐
古
本
町
の
町
屋
が
、
旧
・
十
六
丁
目
や
蔵
本
元
町
（
く
ら
も
と
も
と
ま
ち
）
の
あ
た
り
ま
で
延
び
て
い
る
あ
り
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。
先
に
引
い
た
竹
虎
堂
の
記
事
（
文
献
③
、
三
六
三
頁
）
に
は
《
阿
波
徳
島
に
う
つ
り
て
も
百
余
年
を
数
え
る
》
と
あ
っ
た
。
そ
う
記
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）
ご
ろ
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
百
年
前
と
い
え
ば
一
八
五
〇
年
の
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
す
で
に
佐
古
本
町
の
町
並
み
は
、
こ
こ
ま
で
延
び
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
も
っ
と
も
西
側
は
「
佐
古
郷
町
」
と
い
う
扱
い
で
あ
り
、
今
の
鮎
喰
町
〔
あ
く
い
ち
ょ
う：
●
●
●
○
○＝
高
高
高
低
低
〕
に
至
る
あ
た
り
ま
で
が
、
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
文
献
⑱
・
一
九
八
〜
九
頁
）。
武
田
丑
太
郎
（
一
八
五
九
〜
一
九
一
七
）
が
生
ま
れ
過
ご
し
た
の
は
、
お
よ
そ
こ
う
し
た
来
歴
を
持
つ
佐
古
の
町
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
む
す
び
以
上
、
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
調
べ
得
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
記
し
て
み
た
。
来
年（
二
〇
一
七
年
）は
、
ち
ょ
う
ど
彼
の
歿
後
百
年
に
あ
た
る
。
こ
の
小
文
が
、
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
と
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
知
見
を
増
す
の
に
役
立
つ
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
〔
謝
辞
〕
武
田
氏
旧
宅
跡
等
を
調
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
島
市
役
所
・
資
産
税
課
の
芝
原
さ
ん
と
い
う
方
に
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。「
在
所
道
」に
つ
い
て
は
、
注
⑨
に
も
記
し
ま
し
た
が
、
須
藤
茂
樹
先
生
か
ら
ご
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
。「
勧
工
場
跡
」
に
つ
い
て
は
、
本
学
附
属
図
書
館
・
山
本
哲
也
さ
ん
の
労
を
お
煩
わ
せ
し
ま
し
た
。「
徳
島
市
街
詳
地
図
」（
文
献
⑥
）
の
複
写
引
用
に
つ
い
て
は
、
小
山
助
学
館
さ
ん
か
ら
ご
快
諾
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
も
と
よ
り
内
容
に
つ
い
て
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
に
あ
り
ま
す
。
〔
補
記
〕
本
文
中
で
「
旧
・
上
佐
古
町
（
カ
ミ
サ
コ
マ
チ
）」
と
い
う
言
い
方
を
頻
繁
に
使
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
昭
和
十
七
年
か
ら
昭
和
三
十
九
年
ま
で
の
住
居
表
示
に
用
い
ら
れ
た
呼
び
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
佐
古
本
町
（
サ
コ
ホ
ン
チ
ョ
ウ
）」
と
い
う
の
は
通
称
で
、
正
式
の
呼
び
名
は
「
佐
古
町
（
サ
コ
マ
チ
）」
で
あ
る
が
、
佐
古
の
町
全
体
を
指
す
よ
う
に
も
取
れ
る
の
で
、
通
称
の
ほ
う
を
用
い
た
。
佐
古
の
町
は
東
西
に
何
本
も
道
筋
が
走
っ
て
い
て
、
当
時
は
通
り
ご
と
に
名
前
が
付
い
て
い
た
。
左
に
、
こ
の
期
間
で
の
呼
び
名
を
南
か
ら
順
番
に
掲
げ
る
（〔
●＝
高
〕〔
○＝
低
〕で
筆
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
示
す
。筆
者
は
昭
和
三
十
年
三
月
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
佐
古
在
住
は
昭
和
三
十
六
年
暮
れ
の
冬
休
み
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
庄
町
三
丁
目
の
旧
・
伊
予
街
道
沿
い
に
住
ん
で
い
た
。
か
つ
て
の
佐
古
郷
町
に
属
す
る
通
り
で
あ
り
、
道
の
両
側
に
だ
け
家
が
並
び
、
そ
の
背
後
は
ほ
と
ん
ど
が
田
圃
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
郷
町
の
面
影
を
残
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
）。
①
「
南
佐
古
町
」（
ミ
ナ
ミ
サ
コ
マ
チ：
●
●
●
●
●
○
○
）
②
「
佐
古
本
町
」（
サ
コ
ホ
ン
チ
ョ
ウ：
●
●
●
○
○
○
）：
単
に
ホ
ン
チ
ョ
ウ
（
●
○
○
○
）
と
も
言
い
、
ま
た
ホ
ン
サ
コ
（
●
●
●
●
）
と
い
う
呼
び
名
も
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
正
式
に
は
「
佐
古
町
（
サ
コ
マ
チ：
●
●
○
○
）」
だ
が
、
日
常
会
話
で
は
こ
ち
ら
を
使
う
の
が
普
通
だ
っ
た
と
思
う
。
佐
古
本
町
（
佐
古
郷
町
も
）
は
、
大
き
く
は
旧
・
伊
予
街
道
の
一
部
で
あ
っ
た
。
③
「
上
佐
古
町
」（
カ
ミ
サ
コ
マ
チ：
○
○
●
●
○
○
）：
さ
ら
に
古
く
は
小
裏
丁
（
コ
ウ
ラ
ン
チ
ョ
ウ：
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
第
1
節
参
照
）。
④
「
中
佐
古
町
」（
ナ
カ
サ
コ
マ
チ：
○
○
●
●
○
○
）：
さ
ら
に
古
く
は
大
裏
丁（
実
際
の
発
音
を
耳
に
し
た
こ
と
は
な
い
が
、『
続
佐
古
郷
土
誌
』（
文
献
④
、
三
六
一
頁
）
に
は
、「
大
裏
町
」
に
「
オ
ウ
ラ
ン
チ
ョ
ウ
」
と
振
り
仮
名
の
施
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
（
中
村
源
一
氏
「
戦
災
後
の
復
興
と
健
康
に
精
神
力
（
1
0
2
歳
ご
長
寿
の
秘
訣
）」
と
題
さ
れ
た
文
章
）。
⑤
「
新
佐
古
町
」（
シ
ン
サ
コ
マ
チ：
○
○
●
●
○
○
）
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
四
⑥
「
北
佐
古
町
」（
キ
タ
サ
コ
マ
チ：
●
●
●
●
○
○
）
こ
れ
と
は
別
に
、
東
の
一
帯
を
「
東
佐
古
町
（
ヒ
ガ
シ
サ
コ
マ
チ：
●
●
●
●
●
○
○
）」
と
呼
ん
で
い
た
。
手
紙
の
宛
名
な
ど
で
は
「
南
佐
古
町
」
の
よ
う
に
「
町
」
を
付
け
る
の
が
正
式
で
あ
っ
た
が
、
日
常
会
話
で
は
「
町
」
は
省
略
し
て
呼
ん
で
い
た
（
こ
の
場
合
も
ア
ク
セ
ン
ト
は
変
わ
ら
な
い
）。
こ
の
う
ち
、
①
②
③
は
十
六
丁
目
ま
で
あ
っ
た
。
②
の
佐
古
本
町
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
「
郷
町
」
の
う
ち
、
蔵
本
三
ツ
合
（
く
ら
も
と
み
つ
あ
い：
●
●
●
●
●
○
○
○
。
か
つ
て
の
伊
予
街
道
と
讃
岐
街
道
と
の
分
岐
点
。
単
に
「
み
つ
あ
い：
●
●
●
●
」
と
も
）
ま
で
が
含
ま
れ
て
い
る
。
③
の
上
佐
古
は
、
昔
の
小
裏
丁
だ
と
九
丁
目
ま
で
だ
が
、
佐
古
郷
町（
本
町
）
の
北
側
に
あ
る
通
り
を
こ
れ
に
併
せ
て
十
六
丁
目
ま
で
と
し
て
い
る
。
④
⑥
は
九
丁
目
ま
で
、
⑤
は
十
丁
目
ま
で
だ
っ
た
（
文
献
⑦
所
収
の
解
説
冊
子
、
二
五
〜
六
頁
、
三
一
頁
）。
な
お
、
現
在
の
国
道
（
1
9
2
号
線
）
は
、
か
つ
て
の
中
佐
古
町
と
、
佐
古
本
町
の
十
二
丁
目
あ
た
り
か
ら
西
と
を
一
本
に
つ
な
い
だ
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
の
国
民
体
育
大
会
に
備
え
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
地
元
で
は
「
国
体
道
路
」
の
呼
び
名
が
今
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。『
佐
古
郷
土
誌
』（
文
献
③
、
冒
頭
の
写
真
集
）に
、
拡
張
工
事
を
終
え
た
ば
か
り
の
「
中
佐
古
町
」
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。『
続
佐
古
郷
土
誌
』（
文
献
④
、
四
〇
四
頁
。
澤
田
義
信
氏
「
佐
古
三
番
町
中
町
内
会
」）
に
よ
る
と
、
拡
張
当
時
は《
飛
行
機
で
も
飛
ば
す
ん
か
い
な
》と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
西
側
の
旧
本
町
部
分
の
拡
張
は
こ
れ
よ
り
も
遅
か
っ
た
。
現
在
、
椎
宮
神
社
の
敷
地
入
口
に
あ
る
石
の
鳥
居
は
、
か
つ
て
は
本
町
か
ら
椎
宮
馬
場
（
旧
十
三
丁
目
と
十
四
丁
目
と
の
境
の
通
り
）
へ
の
入
り
口
の
所
に
立
っ
て
い
た
（
右
記
『
佐
古
郷
土
誌
』
冒
頭
の
写
真
集
に
も
当
時
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
）。
拡
張
工
事
の
た
め
に
今
の
場
所
に
移
動
し
た
の
は
昭
和
三
十
八
年
の
こ
と
と
さ
れ
る（
右
記『
続
佐
古
郷
土
誌
』
二
五
八
頁
）。
こ
の
部
分
の
拡
張
工
事
は
、
中
佐
古
よ
り
も
十
年
ほ
ど
後
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
木
造
二
階
建
て
の
家
屋
を
ま
る
ご
と
後
方
へ
引
き
ず
り
動
か
す
光
景
を
、
筆
者
も
目
に
し
た
記
憶
が
あ
る
）。
注
（
注
①
）
武
田
丑
太
郎
に
つ
い
て
は
、『
伝
』（
文
献
①
）
が
基
本
文
献
と
な
ろ
う
。
こ
の
本
の
構
成
等
を
左
に
掲
げ
て
お
く
。「
Ⅰ
」「
1
」
等
は
私
に
附
し
た
。
構
成
を
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
者
に
よ
る
注
記
を
〔
〕
に
括
っ
て
添
え
た
。「
附
録
」
冒
頭
の
林
鶴
一
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
編
集
に
は
林
豊
太
郎
（
第
2
節
参
照
）
が
あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に
Ⅰ
の
阿
部
有
清
（
あ
べ
あ
り
き
よ：
一
八
二
一
〜
一
八
九
七
）
は
、
武
田
丑
太
郎
に
数
学
を
授
け
た
人
で
あ
り
、
藩
の
洋
算
教
授
や
徳
島
中
学
の
教
員
な
ど
を
勤
め
た
。
Ⅰ：
阿
部
有
清
先
生
伝
1：
阿
部
有
清
先
生
伝
（
石
田
園
坡
筆
。『
徳
島
日
日
新
報
』
大
正
十
年
ご
ろ
の
記
事
。
末
尾
に
若
干
の
追
加
記
述
が
見
え
る
）〔
石
田
園
坡
に
つ
い
て
は
、
文
献
⑯
の
注
記
参
照
〕
2：
阿
部
先
生
碑
記
（
蜂
須
賀
茂
韶
題
額
・
森
又
七
郎
撰
・
新
居
敦
書
・
土
井
芳
季
鐫
字
）〔
蜂
須
賀
茂
韶
（
も
ち
あ
き：
一
八
四
六
〜
一
九
一
八
）
は
、
第
十
四
代
・
最
後
の
藩
主
。
新
居
敦
（
敦
二
郎：
一
八
四
九
〜
一
九
一
七
）
は
、
長
久
館
学
頭
・
新
居
水
竹
の
子
息
で
、
徳
中
の
校
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。『
百
年
史
』（
文
献
②
）
の
年
表
に
よ
る
と
、
明
治
一
三
年
七
月
に
校
長
心
得
と
な
り
、
翌
年
一
月
に
校
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
（
い
つ
辞
め
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
一
九
年
六
月
に
秋
山
正
議
が
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
）〕
3：
履
歴
書
（
徳
島
中
学
校
保
管
）
4：
阿
部
先
生
蔵
書
5：
安
政
三
年
阿
部
先
生
ヨ
リ
小
出
両
先
生
ヘ
送
レ
ル
書
状
（
小
出
植
男
『
小
出
長
十
郎
先
生
伝
』
よ
り
）〔
小
出
植
男
（
こ
い
で
た
ね
お：
一
八
七
五
〜
一
九
五
一
）
は
、
明
治
二
八
年
・
徳
中
卒
（『
同
窓
会
名
簿
』
文
献
⑪
）。
明
治
三
一
年
（『
阿
波
人
物
志
』
文
献
⑩
で
は
三
九
年
）
か
ら
昭
和
一
三
年
ま
で
徳
中
に
勤
め
、
日
本
史
と
漢
文
（
文
献
⑩
で
は
国
漢
）
を
教
え
た
〕
Ⅱ：
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
1：
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
（
石
田
園
坡
筆
。『
徳
島
日
日
新
報
』
大
正
十
年
ご
ろ
の
記
事
）
一
、
南
海
数
学
界
ノ
権
威
デ
ア
ツ
タ
二
、
数
学
ノ
外
、
英
学
ト
理
科
ニ
モ
造
詣
ガ
深
カ
ツ
タ
三
、
常
ニ
外
国
ノ
新
知
識
ヲ
得
ル
コ
ト
ニ
努
メ
タ
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
五
四
、
試
験
採
点
ハ
常
ニ
公
平
ヲ
主
ト
シ
タ
五
、
性
質
恬
淡
ニ
シ
テ
辺
幅
ヲ
飾
ラ
ズ
六
、
教
育
シ
タ
子
弟
ノ
成
功
ヲ
見
テ
無
二
ノ
楽
ト
ス
七
、
氏
ノ
次
男
ハ
日
本
飛
行
界
ニ
活
躍
シ
テ
居
ル
八
、
明
治
年
間
ニ
於
ケ
ル
阿
波
教
育
界
ノ
恩
人
デ
ア
ル
九
、
薫
陶
ヲ
受
ケ
タ
後
進
者
ノ
面
白
キ
追
想
談
一
〇
、
追
慕
ト
記
念
2：
武
田
先
生
碑
記
（
蜂
須
賀
正
韶
題
額
・
上
田
有
沢
撰
並
書
）〔
上
田
有
沢
（
一
八
五
〇
〜
一
九
二
一
）
は
徳
島
市
出
身
の
軍
人
で
、
当
時
は
陸
軍
大
将
。
も
と
徳
島
中
学
校
の
校
庭
に
建
て
ら
れ
た
が
、
今
は
県
立
城
南
高
校
の
入
口
正
面
に
移
さ
れ
て
い
る
〕
3：
履
歴
書
（
徳
島
中
学
校
保
管
）
4：
武
田
先
生
和
算
遺
書
目
録
5：
滑
城
生
記
（
無
名
氏
筆
。『
徳
島
青
年
新
聞
』
大
正
六
〜
七
年
ご
ろ
の
記
事
）
6：
噫
武
田
先
生
（
小
出
植
男
筆
。『
徳
島
毎
日
新
聞
』
大
正
八
年
ご
ろ
の
記
事
）
7：
徳
島
県
立
光
慶
図
書
館
長
坂
本
章
三
氏
談
〔
坂
本
章
三
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
六
）
は
、
明
治
二
十
八
年
・
徳
中
卒
。《
明
治
三
十
一
年
以
後
四
十
三
マ
デ
》
武
田
丑
太
郎
と
同
職
で
あ
っ
た
と
「
談
」
に
記
す
（
五
三
頁
）。
光
慶
図
書
館
は
、
今
の
徳
島
県
立
図
書
館
の
前
身
に
あ
た
る
〕
Ⅲ：
附
録：
徳
島
藩
ノ
数
学
者
ニ
就
テ
（
林
鶴
一
。
横
書
き
）
ま
た
、『
百
年
史
』（
文
献
②
）
所
収
の
「
武
田
先
生
追
想
会
」
と
い
う
記
事
（
一
五
八
〜
一
六
五
頁
）
で
も
、
興
味
深
い
追
想
談
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
追
想
会
は
、
大
正
七
年
一
月
二
十
三
日
に
、
京
都
在
住
の
徳
中
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
、「
京
都
帝
国
大
学
々
生
集
会
所
」
で
催
さ
れ
た
も
の
で
、
記
事
は
、
校
友
会
誌
『
渦
の
音
』（
三
〇
号
、
大
正
八
年＝
一
九
一
九
年
）
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
。『
伝
』（
文
献
①
）
で
も
、「
九
、
薫
陶
ヲ
受
ケ
タ
後
進
者
ノ
面
白
キ
追
想
談
」
の
項
に
、
そ
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
三
〇
〜
三
二
頁
）。
追
想
会
の
顔
ぶ
れ
を
、
当
時
の
境
遇
や
卒
業
年
度
と
と
も
に
、
左
に
掲
げ
る
。
順
番
は
発
言
順
で
あ
る
。
卒
業
年
度
は
、
発
言
内
容
か
ら
分
か
る
も
の
も
あ
れ
ば
、『
同
窓
会
名
簿
』（
文
献
⑪
）
で
調
べ
た
も
の
も
あ
る
。
下
の
名
前
の
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
分
か
る
も
の
は
書
き
加
え
た
。
記
事
の
は
じ
め
に
「
客
小
川
記
」
と
あ
っ
て
、
会
の
様
子
の
説
明
と
感
想
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
発
言
者
は
二
十
一
名
だ
が
、
ほ
か
に
「
医
科
の
石
丸
君
」
と
い
う
人
も
会
の
開
催
に
奔
走
し
た
こ
と
が
、
こ
の
記
述
か
ら
分
か
る
。
林
森
太
郎
三
高
教
授
明
治
二
二
年
鳥
養
利
三
郎
工
科
大
学
助
教
授
明
治
三
九
年
山
口
工
学
士
明
治
四
二
年
新
居
医
学
士
明
治
四
○
年
那
波
利
貞
文
学
士
明
治
四
二
年
奥
村
尚
輔
医
科
大
学
四
年
明
治
四
四
年
鈴
江
瑞
穂
医
科
大
学
三
年
明
治
四
四
年
元
木
一
郎
三
高
二
部
二
年
大
正
五
年
芝
亀
吉
三
高
二
部
三
年
大
正
四
年
田
中
省
吾
三
高
一
部
三
年
大
正
四
年
松
本
徳
三
郎
同
志
社
大
学
二
年
大
正
四
年
大
川
定
一
三
高
一
部
三
年
大
正
四
年
中
江
大
部
工
科
大
学
一
年
大
正
二
年
鈴
江
茂
平
医
科
大
学
一
年
明
治
四
五
年
新
居
匡
雄
工
科
大
学
一
年
大
正
二
年
鈴
江
元
一
三
高
一
部
三
年
大
正
四
年
大
津
木
幸
男
三
高
二
部
二
年
大
正
五
年
鈴
江
懐
三
高
三
部
一
年
大
正
六
年
上
田
理
学
士
庄
野
忠
男
法
科
大
学
二
年
明
治
四
三
年
小
川
安
太
郎
医
科
大
学
三
年
明
治
四
五
年
因
み
に
、
五
人
目
の
「
那
波
利
貞
」
は
、
阿
波
国
の
藩
儒
・
那
波
魯
堂
（『
学
問
源
流
』
の
著
書
が
あ
る
）
の
子
孫
で
あ
り
（
魯
堂
―
網
川
―
鶴
峰
―
蜆
北
―
利
貞
。
網
川
と
蜆
北
は
養
子
。
蜆
北
の
名
は
近
松
の
浄
瑠
璃
で
有
名
な
大
阪
の
蜆
川
に
因
む
と
い
う
）、
利
貞
自
身
は
京
都
大
学
で
東
洋
史
学
の
教
授
を
勤
め
た
（
竹
治
貞
夫
『
近
世
阿
波
漢
学
史
の
研
究
』
第
三
章
「
那
波
魯
堂
」
に
よ
る
。
文
献
⑭
、
一
三
七
〜
二
九
九
頁
）。
魯
堂
（
お
よ
び
そ
の
関
連
の
人
々
）
の
お
墓
は
、
南
佐
古
七
番
町
・
椎
の
宮
神
社
の
東
側
斜
面
に
位
置
す
る
「
妙
高
庵
（
跡
）」
に
あ
り
、
そ
の
碑
銘
も
右
の
竹
治
氏
の
著
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
一
三
八
〜
九
頁
）。
（
注
②
）
林
鶴
一
の
和
算
研
究
は
、
次
の
文
献
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
○
林
博
士
遺
著
刊
行
会
『
林
鶴
一
博
士
和
算
研
究
集
録
（
上
）（
下
）』（
東
京
開
成
館
一
九
三
七
）
林
歿
後
ま
も
な
く
『
東
北
数
学
雑
誌
』
に
載
っ
た
藤
原
松
三
郎
の
文
章
（
文
献
⑬
）
に
は
、
林
の
長
大
な
著
作
目
録
が
見
え
る
。
ま
た
、
吉
川
実
夫
に
つ
い
て
は
、
林
鶴
一
の
追
悼
文
（
業
績
紹
介
）
が
『
東
北
数
学
雑
誌
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
文
献
⑫
）。
（
注
③
）
武
田
丑
太
郎
の
論
考
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
（
Ｊ－
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
公
開
さ
れ
て
い
る
）。
○
「
圓
理
學
六
龍
三
陽
表
起
源
及
用
法
上
篇
」『
東
北
数
学
雑
誌
』（
第
二
巻
、pp
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
六
７４
－
９９
一
九
一
二
）
○
「
圓
理
學
六
龍
三
陽
表
（
承
前
）」『
東
北
数
学
雑
誌
』（
同
、pp１８２
－
２０７
一
九
一
二
）
（
注
④
）「
足
軽
町
」
の
城
下
で
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
文
献
⑧
に
収
め
ら
れ
た
諸
種
の
城
下
絵
図
参
照
。
第
6
節
で
も
少
し
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、『
徳
島
市
史
別
巻
・
地
図
絵
図
集
』（
文
献
⑦
）
所
収
の
「
名
東
郡
佐
古
村
・
蔵
本
村
分
間
絵
図
」〔
文
化
六
年＝
一
八
〇
九
年
〕（
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
）
で
は
、
町
並
み
が
小
さ
な
家
を
描
き
並
べ
る
形
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
足
軽
町
」
は
門
構
え
と
家
と
が
一
軒
一
軒
描
か
れ
て
い
て
、
軒
数
も
一
丁
十
一
軒
な
い
し
十
軒
の
も
の
が
多
い
。
実
際
の
屋
並
み
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
な
お
こ
の
絵
図
は
、
文
献
㉖
の
サ
イ
ト
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。
（
注
⑤
）
明
治
初
期
に
お
け
る
徳
島
中
学
の
あ
り
よ
う
を
『
百
年
史
』（
文
献
②
）
の
年
表
か
ら
摘
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（〔
〕
内
は
摘
記
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
）。
・
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月：
徳
島
西
の
丸
（
藩
学
長
久
館
跡
）
に
徳
島
師
範
期
成
学
校
を
開
校
〔
長
久
館
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
徳
島
藩
の
時
代
に
設
け
ら
れ
た
。
学
頭
は
、
後
の
庚
午
事
変
（
明
治
三
年
）
で
切
腹
し
た
新
居
水
竹
で
あ
る
。
明
治
四
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
文
献
⑦
や
文
献
⑧
・
二
三
頁
に
収
め
る
明
治
四
年
の
「
徳
島
藩
城
下
絵
図
」（
徳
島
県
立
博
物
館
蔵
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
〕
・
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
一
二
月：
名
東
県
師
範
学
校
に
附
属
変
則
中
学
校
を
設
置
・
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
三
月：
変
則
中
学
校
初
め
て
入
学
生
を
募
集
・
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
一
二
月：
徳
島
師
範
学
校
附
属
変
則
中
学
校
を
廃
止
し
、
徳
島
中
学
校
を
開
設
・
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
一
八
日：
岡
本
斯
文
校
長
心
得
に
任
命
さ
れ
る
／
二
月
二
四
日：
中
学
校
職
員
の
任
命
（
徳
島
中
学
校
、
師
範
学
校
か
ら
完
全
に
分
離
独
立
）
／
六
月：
校
舎
を
高
知
県
地
租
改
正
係
徳
島
出
張
所
跡
（
現
在
の
市
役
所
の
位
置
に
あ
っ
た
県
庁
正
門
横
南
）
に
移
転
・
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
七
月：
校
舎
を
富
田
浦
町
徳
島
女
子
師
範
学
校
附
属
手
芸
学
校
跡
に
移
転
（
附
属
女
学
校
を
設
置
）
・
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
五
月：
徳
島
中
学
校
初
め
て
二
名
（
甲
科
）
卒
業
・
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
九
月：
東
富
田
17
―
18
―
19
番
地
（
旧
富
田
東
御
殿
跡
）
の
新
築
校
舎
に
師
範
学
校
と
と
も
に
移
転
（
再
び
師
範
学
校
と
同
居
）
・
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
徳
島
師
範
学
校
常
三
島
村
（
現
徳
島
大
学
教
育
学
部
の
地
）
へ
移
転〔「
教
育
学
部
」は
、
そ
の
後
「
総
合
科
学
部
」
と
し
て
再
編
さ
れ
た
〕
武
田
丑
太
郎
は
、
明
治
十
二
年
に
「
徳
島
中
学
校
傭
教
員
申
付
候
事
」
と
な
っ
て
、
徳
島
中
学
の
教
員
に
任
命
さ
れ
た
（「
履
歴
書
」『
伝
』
文
献
①
、
三
五
頁
）。
年
表
に
言
う
「
完
全
に
分
離
独
立
」
と
同
時
に
赴
任
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
着
任
当
初
は
西
の
丸
の
長
久
館
跡
で
、
六
月
か
ら
は
県
庁
正
門
横
の
「
門
長
屋
」（
後
に
引
く
石
田
園
坡
の
文
を
参
照
）
で
、
翌
年
七
月
か
ら
は
川
を
隔
て
た
富
田
浦
の
手
芸
学
校
跡
の
校
舎
で
、
そ
れ
ぞ
れ
教
鞭
を
執
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
現
在
の
県
庁
の
所
ま
で
通
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
十
八
年
九
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
手
芸
学
校
跡
も
富
田
浦
だ
か
ら
、
富
田
方
面
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。『
伝
』
に
《
小
四
十
年
佐
古
ト
富
田
ヲ
出
勤
ニ
往
復
シ
テ
居
ラ
レ
タ
》
と
い
う
の
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
か
ら
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
ま
で
、
約
三
十
八
年
間
の
こ
と
を
指
す
と
見
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
県
庁
舎
時
代
の
教
場
に
つ
い
て
は
、
石
田
園
坡
氏
（
明
治
十
四
年
・
乙
科
卒
）
が
『
阿
波
近
古
史
談
』（
文
献
⑯
）
所
収
の
「
徳
島
県
庁
舎
」
と
い
う
文
章
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
一
一
二
頁
。
記
事
は
大
正
十
一
年
八
月
の
も
の
。〔
〕
に
括
っ
て
適
宜
注
記
を
挿
む
）。
此
庁
舎
〔
家
老
・
賀
島
氏
の
屋
敷
を
借
用
し
た
も
の
。
今
の
徳
島
市
役
所
の
あ
た
り
〕
は
本
館
二
棟
と
門
長
屋
で
敷
地
約
三
千
坪
で
其
内
の
一
館
は
明
治
初
年
に
黄
金
二
万
両
を
投
じ
て
新
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
門
長
屋
に
は
曾
て
徳
島
中
学
校
が
西
の
丸
〔
藩
校
・
長
久
館
が
あ
っ
た
〕
か
ら
富
田
浜
側
〔
新
町
川
を
隔
て
て
南
側
〕
の
女
工
場
跡
〔
勧
工
場
跡
の
意
で
あ
ろ
う：
後
述
〕
へ
移
転
す
る
間
の
教
室
に
充
て
た
こ
と
が
あ
り
、
記
者
の
如
き
は
当
時
の
生
徒
で
此
の
門
長
屋
の
教
室
で
学
ん
だ
事
も
あ
り
教
室
外
の
広
場
で
綱
引
の
遊
び
を
し
た
事
も
あ
る
が
、
此
の
箇
所
は
先
年
火
災
に
罹
り
て
焼
失
し
た
の
で
焼
け
残
り
と
な
っ
て
居
る
の
が
今
の
県
庁
の
大
門
で
あ
る
。
此
の
庁
舎
と
敷
地
と
は
い
つ
の
間
に
や
ら
県
有
財
産
と
言
ふ
名
義
と
な
っ
て
居
る
。
先
の
明
治
十
二
年
六
月
の
項
に
該
当
す
る
記
事
だ
と
言
え
よ
う
。
右
の
文
章
で
「
女
工
場
跡
」
と
い
う
の
は
「
女
子
勧
工
場
跡
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
後
に
女
子
手
芸
学
校
（
女
子
師
範
附
属
）
と
な
り
、
女
子
師
範
の
廃
止
に
伴
な
っ
て
、
さ
ら
に
徳
島
中
学
が
引
き
移
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、『
徳
島
県
史
』（
文
献
⑮
、
五
八
三
〜
六
頁
、
及
び
そ
の
注
）
の
記
事
を
年
表
ふ
う
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
・
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
六
）
富
田
浜
に
女
子
勧
工
場
を
設
立
（
五
八
五
頁
）。
・
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
女
子
師
範
学
校
が
開
設
さ
れ
、
女
子
勧
工
場
は
そ
の
附
属
学
校
と
な
り
、「
女
子
手
芸
学
校
」
と
改
称
（
同
）。
・
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
女
子
手
芸
学
校
が
廃
止
と
な
り
、
徳
島
女
学
校
と
し
て
再
発
足
す
る
（
同
）。
・
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
女
子
師
範
学
校
が
閉
鎖
と
な
り
、
徳
島
女
学
校
は
徳
中
附
属
と
な
る
（
同
）。
こ
の
時
、
勧
工
場
跡
地
に
徳
島
中
学
が
移
転
し
た
（
五
八
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
七
四
頁
）。
女
学
校
は
逆
に
川
の
北
側
に
移
転
す
る
（
五
八
九
頁
・
注
11
）
こ
の
「
勧
工
場
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
五
八
九
頁
・
注
8
）。
ヤ
マ
ス
ギ
富
田
川
〔＝
新
町
川
〕
の
州
を
埋
立
て
て
敷
地
と
し
た
。（
今
の＜
杉
）
ビ
ル
附
近
）
青
ペ
ン
キ
塗
西
洋
建
築
で
、
当
時
は
市
内
で
も
有
数
の
も
の
、
生
徒
は
上
流
家
庭
の
子
女
か
ら
芸
舞
妓
ま
で
に
わ
た
り
盛
ん
な
と
き
は
二
百
名
に
達
し
た
。
学
科
目
は
裁
縫
を
主
と
し
修
身
を
加
え
た
。
場
長
は
勧
業
課
の
属
官
勧
工
場
が
実
際
に
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
の
両
国
橋
の
南
詰
め
東
側
に
あ
た
る
場
所
で
あ
る
と
さ
れ
る
（『
百
年
史
』
文
献
②
、
一
四
頁
）。
明
治
三
十
九
年
の
詳
地
図
（
文
献
⑥：
【
図
Ⅳ
】）
を
見
る
と
、
富
田
浜
（
新
町
川
南
岸
）
の
あ
た
り
に
は
堤
防
線
（
今
の
地
図
で
鉄
道
を
示
す
記
号
に
似
て
い
る
）
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
両
国
橋
南
詰
め
の
東
側
の
あ
た
り
だ
け
は
、
堤
防
の
外
側
に
も
地
面
が
広
が
っ
て
お
り
、「
藍
同
業
組
合
事
務
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
溯
っ
て
、
明
治
九
年
の
「
徳
島
独
覧
図
」（
四
国
大
学
附
属
図
書
館
・
凌
霄
文
庫
蔵：
文
献
㉗
の
サ
イ
ト
で
ウ
ェ
ブ
公
開
さ
れ
て
い
る
）
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
で
も
、
そ
の
場
所
に
は
堤
防
か
ら
川
に
は
み
出
し
た
陸
地
の
よ
う
な
部
分
が
描
か
れ
て
い
る
（
因
み
に
両
国
橋
は
ま
だ
架
か
っ
て
お
ら
ず
「
舟
渡
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）。
こ
れ
ら
の
地
図
を
見
れ
ば
、
州
を
埋
め
立
て
た
敷
地
と
い
う
の
も
、
な
る
ほ
ど
と
頷
か
れ
る
。
【
図
Ⅳ
】
林
鶴
一
（
明
治
二
二
年
卒
）
も
、
勧
工
場
跡
の
校
舎
で
学
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
学
時
代
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
十
二
の
時
〔
明
治
十
七
年
・
推
定
〕
入
学
し
た
が
、
其
時
は
校
舎
は
、
藍
会
社
〔【
図
Ⅳ
】
の
「
藍
同
業
組
合
事
務
所
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
〕
の
所
で
油
屋
〔
未
調
査
〕
の
隣
に
在
っ
た
様
に
思
ふ
。
服
装
も
今
と
は
違
っ
て
洋
服
で
は
な
く
、
袴
を
佩
き
、
筒
袖
は
無
い
長
袖
で
、
髪
も
毬
栗
。
そ
の
中
学
へ
半
年
か
一
年
通
っ
て
此
の
校
舎
〔
東
富
田
の
校
舎
。
明
治
十
八
年
・
九
月
に
そ
こ
に
移
っ
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
二
軒
屋
町
の
現
・
城
南
高
校
の
場
所
に
引
っ
越
す
の
は
昭
和
八
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
〕
が
出
来
た
。（
中
略
）
私
の
記
憶
が
間
違
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
入
学
し
た
時
は
、
脇
町
、
富
岡
に
在
っ
た
中
学
が
皆
藍
会
社
に
寄
っ
て
来
た
〔
明
治
十
八
年
・
四
月
に
、
脇
町
・
富
岡
・
川
島
の
三
つ
の
中
学
が
廃
止
と
な
り
、
徳
島
中
学
に
統
合
さ
れ
た
〕。（『
百
年
史
』
文
献
②
、
五
〇
頁
。
も
と
「
中
学
時
代
の
回
顧
」
と
題
し
て
、
校
友
会
誌
『
渦
の
音
』
昭
和
五
年
号
に
載
せ
ら
れ
た
記
事
の
再
録
）
勧
工
場
跡
時
代
最
末
期
の
様
子
を
よ
く
伝
え
る
記
事
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
明
治
十
八
年
の
移
転
先
は
、
こ
こ
か
ら
川
沿
い
に
東
へ
三
丁
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
、
「
公
会
堂
」
の
東
隣
り
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
か
ら
大
正
の
初
め
に
か
け
て
、
武
田
・
新
居
・
小
出
の
三
人
が
帰
宅
す
る
に
際
し
て
は
、
土
手
沿
い
の
道
を
西
へ
両
国
橋
筋
ま
で
進
み
（
第
2
節
冒
頭
に
引
い
た
小
出
氏
の
文
章
に
「
横
手
」
と
あ
る
の
は
こ
の
辺
り
で
あ
る
）、
こ
こ
で
武
田
・
新
居
の
二
人
は
小
出
氏
と
別
れ
て
さ
ら
に
西
へ
歩
い
て
ゆ
く
。
そ
ん
な
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
現
・
城
南
高
校
の
始
ま
り
を
ど
こ
に
求
め
る
か
は
見
方
に
よ
っ
て
異
な
る
。
昭
和
四
年（
一
九
二
九
）に
「
創
立
五
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
」
が
催
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
「
完
全
に
分
離
独
立
」
か
ら
数
え
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
『
百
年
史
』（
文
献
②
）
が
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
出
さ
れ
た
の
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
「
附
属
変
則
中
学
校
」
を
起
点
に
し
て
い
る
。
（
注
⑥
）『
同
窓
会
名
簿
』（
文
献
⑪
）
に
は
、
明
治
時
代
の
旧
職
員
と
し
て
、「
林
」
姓
の
人
が
、
さ
ら
に
二
人
見
え
る
。
①
林
才
一
郎
（
明
治
二
二
・
六
〜
二
七
・
七
）
②
林
嘉
三
郎
（
明
治
四
二
・
五
〜
大
正
八
・
五
。
数
学
）
②
は
、『
百
年
史
』（
文
献
②
、
一
二
一
頁
）
に
《
物
理
学
校
出
身
の
優
秀
な
先
生
》
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
時
期
が
遅
い
の
で
同
道
者
か
ら
は
外
れ
る
だ
ろ
う
。
①
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
林
豊
太
郎
氏
に
は
「
佐
古
生
ま
れ
」「
数
学
」
と
い
う
積
極
的
な
繋
が
り
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点
を
も
っ
て
、
姑
く
こ
の
人
に
比
定
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
（
注
⑦
）「
旧
土
地
台
帳
」
を
見
る
と
、
箕
村
喜
佐
太
郎
氏
は
、
大
正
三
年
以
降
、
小
裏
丁
（
上
佐
古
町
）
五
丁
目
に
土
地
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。「
一
歩
（
分
）
一
間
図
」
で
言
う
と
、
場
所
は
北
側
の
並
び
の
西
か
ら
六
番
目
と
八
番
目
と
で
あ
る
（
五
丁
目
の
土
地
割
り
は
【
図
Ⅱ
】
に
示
し
た
三
丁
目
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
北
の
並
び
の
東
端
は
二
軒
分
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
）。
今
そ
の
六
番
目
に
あ
た
る
所
に
立
っ
て
南
を
見
る
と
、
ち
ょ
う
ど
佐
古
本
町
の
「
岡
忠
」
さ
ん
が
見
通
せ
る
。
そ
の
北
向
か
い
に
あ
っ
た
「
竹
虎
堂
」（
本
町
北
側
の
並
び
。
第
4
節
参
照
）
も
、
さ
ら
に
そ
の
北
側
の
お
宅
（
上
佐
古
町
南
側
の
並
び
）
も
、
ひ
と
続
き
に
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
正
三
年
以
前
に
つ
い
て
は
、
台
帳
か
ら
は
何
も
言
え
な
い
。
人
物
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
八
志
に
云
う
「
名
東
郡
徳
島
佐
古
村
百
三
十
八
番
屋
敷
」
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
が
特
定
さ
れ
る
の
に
俟
つ
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
岡
久
桂
堂
（
宗
十
郎：
一
八
一
三
〜
一
八
九
一
）
の
所
有
地
も
同
じ
五
丁
目
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
南
の
並
び
の
東
端
で
あ
る
（
今
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
）。
厳
密
に
言
え
ば
、
台
帳
が
示
す
の
は
そ
の
人
が
そ
こ
に
土
地
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
土
地
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
の
か
は
何
も
分
か
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
ご
く
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
彼
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
居
宅
が
塾
を
兼
ね
て
い
た
と
考
え
る
と
し
て
も
、
そ
う
大
き
な
誤
り
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。『
佐
古
郷
土
誌
』（
文
献
③
）
の
掲
げ
る
五
つ
の
課
題（
第
1
節
参
照
）の
う
ち
の
、
も
う
一
つ
に
つ
い
て
も
、
答
え
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。因
み
に
岡
久
桂
堂
は
、
武
田
丑
太
郎
や
箕
村
喜
佐
太
郎
に
漢
学
を
授
け
た
人
で
あ
っ
た
。
・
英
語
ハ
高
畠
槙
三
郎
、
同
保
三
郎
ニ
就
キ
独
語
ハ
劉
小
一
郎
、
千
原
春
甫
ニ
就
キ
漢
文
漢
詩
ハ
武
智
、
四
十
宮
、
岡
久
ノ
諸
氏
ニ
就
キ
刻
苦
勉
励
、
何
レ
モ
其
堂
奥
ニ
達
シ
タ
。（『
伝
』
文
献
①
、
二
二
頁
。「
武
智
」
は
文
献
⑩
で
は
「
武
知
」
と
す
る
）
・
岡
久
宗
十
郎
（
中
略
）
に
漢
学
を
学
び
、
作
新
・
佐
古
町
小
学
校
の
訓
導
も
勤
め
た
。（『
愛
日
百
年
』
文
献
⑤
、
一
一
頁
）
『
伝
』
に
見
え
る
英
・
独
両
語
の
四
人
の
先
生
に
つ
い
て
は
、『
阿
波
の
洋
学
事
始
』
（
文
献
⑲
、
一
五
二
〜
三
頁
、
一
六
〇
頁
）
に
「
教
授
略
伝
」
と
し
て
記
述
が
見
え
る
。
岡
久
以
外
の
漢
学
の
師
は
、
武
知
道
翁
（
た
け
ち
ど
う
お
う：
一
八
一
〇
〜
一
八
八
一
）、
四
十
宮
石
田
（
よ
そ
み
や
せ
き
で
ん：
一
八
一
六
〜
一
八
七
六
）
で
あ
ろ
う
。な
お
、
武
田
丑
太
郎
は
、
漢
学
者
と
し
て
は
荻
生
徂
徠
（
お
ぎ
ゅ
う
そ
ら
い：
一
六
六
六
〜
一
七
二
八：
『
弁
道
』『
弁
名
』『
論
語
徴
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
が
そ
の
近
代
的
思
惟
の
形
成
を
論
じ
た
こ
と
で
著
名
で
あ
ろ
う
。
文
献
㉑
。
筆
者
も
拙
い
な
が
ら
こ
の
人
物
に
関
わ
る
小
文
を
草
し
た
こ
と
が
あ
る
。
文
献
㉒
〜
㉕
）
を
、
国
学
者
と
し
て
は
池
辺
真
榛
（
い
け
べ
ま
は
り：
一
八
三
〇
〜
一
八
六
三：
『
古
語
拾
遺
新
註
』
の
著
書
が
あ
る
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
敬
重
し
て
い
た
。
・
出
所
進
退
上
ニ
於
テ
ハ
多
少
ノ
非
難
ガ
ア
ル
ハ
免
レ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
学
者
ト
シ
テ
ノ
頭
脳
ヲ
有
ツ
テ
居
タ
ル
ハ
徂
徠
デ
ア
ル
ト
語
ラ
レ
タ
コ
ト
ガ
ア
ツ
タ
。
（『
伝
』
五
二
頁：
小
出
植
男
氏
筆
）
・
池
辺
ハ
唯
国
文
ニ
明
ル
ク
仮
名
使
ヲ
吟
味
ス
ル
ヲ
以
テ
事
ト
ス
ル
如
キ
国
学
者
ニ
ア
ラ
ズ
、
説
ク
ト
コ
ロ
非
常
ニ
有
益
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
語
ラ
レ
タ
、（『
伝
』
五
三
頁：
坂
本
章
三
氏
談
）
池
辺
真
榛
は
晩
年
を
南
佐
古
で
過
ご
し
た
人
で
あ
り
、
今
、
椎
宮
神
社
の
山
頂
近
く
に
は
景
仰
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
（『
続
佐
古
郷
土
誌
』
文
献
④
二
一
八
頁
に
、
藤
生
征
則
氏
の
文
章
と
と
も
に
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
）。
（
注
⑧
）
佐
古
小
学
校
沿
革
の
大
略
を
『
愛
日
百
年
』（
文
献
⑤
）
に
よ
っ
て
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
佐
古
小
学
校
は
、「
愛
日
黌
（
校
）：
あ
い
じ
つ
こ
う
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
同
書
・
五
頁
に
は
、
明
治
十
五
年
に
、
旧
藩
主
・
蜂
須
賀
茂
韶
侯
か
ら
賜
っ
た
名
称
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
漢
籍
の
用
例
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
侯
自
筆
の
扁
額
の
写
真
も
見
え
る
。『
伝
』
文
献
①
の
「
阿
部
先
生
碑
記
」
の
「
題
額
」
も
こ
の
人
の
も
の
で
あ
る
）。
第
一
に
、
佐
古
小
学
校
の
起
こ
り
は
、
明
治
七
年
に
で
き
た
次
の
四
つ
の
小
学
校
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
二
頁
。〔
〕
内
は
摘
記
者
に
よ
る
注
記
）。
①
優

小
学
校：
清
水
寺
内：
南
佐
古
の
武
士
の
子
弟
を
収
容
〔
清
水
寺
は
「
セ
イ
ス
イ
ジ
」
と
音
読
み
す
る
。
筆
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
〔
●
○
○
○
○＝
高
低
低
低
低
〕。
諏
訪
神
社
の
麓
・
西
側
に
あ
る
。【
図
Ⅲ
】
の
詳
地
図
に
も
載
っ
て
い
る
。『
佐
古
郷
土
誌
』（
文
献
③
、
一
六
四
〜
一
七
一
頁
）
に
収
め
る
、
田
所
眉
東
「
徳
島
市
佐
古
郷
社
諏
訪
神
社
考
」（
文
献
⑰
）
で
は
、
清
水
寺
の
古
文
書
を
も
引
き
な
が
ら
諏
訪
神
社
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。「
南
佐
古
の
武
士
の
子
弟
」
と
い
う
の
は
、
上
大
安
寺
や
下
大
安
寺
に
あ
っ
た
侍
屋
敷
や
足
軽
屋
敷
の
子
供
た
ち
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
〕
②
玉
成
小
学
校：
妙
法
寺
内：
上
佐
古
〔
小
裏
丁
〕
中
佐
古
〔
大
裏
丁
〕
の
御
鉄
砲
の
子
弟
や
司
厨
寺
の
子
弟
を
収
容
〔「
御
鉄
砲
」
と
い
う
の
は
鉄
砲
隊
の
こ
と
で
あ
り
、
足
軽
と
呼
ば
れ
る
下
級
武
士
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。『
雑
兵
物
語
』（
文
献
⑳
）
の
冒
頭
に
は
、「
鉄
炮
足
軽
小
頭
朝
日
出
右
衞
門
」
や
「
鉄
炮
足
軽
夕
日
入
右
衞
門
」
の
話
し
が
載
っ
て
い
て
、
い
く
さ
の
心
得
な
ど
が
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
な
口
調
で
語
ら
れ
て
い
る
〕
③
作
新
小
学
校：
美
馬
儀
一
郎
氏
宅：
町
の
商
家
の
子
弟
を
収
容
〔『
愛
日
百
年
』
（
文
献
⑤
、
三
頁
）
に
は
、
編
集
当
時
の
美
馬
儀
一
郎
氏
の
家
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
佐
古
七
番
町
・
阿
波
銀
行
佐
古
支
店
の
西
隣
に
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
今
は
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
〕
④
蔵
本
小
学
校：
地
福
寺
内：
田
宮
方
面
の
子
弟
を
収
容
も
し
武
田
丑
太
郎
が
も
う
少
し
遅
く
生
れ
て
義
務
教
育
を
受
け
た
な
ら
、
②
の
玉
成
小
学
校
に
通
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
妙
法
寺
」
は
、
小
裏
丁
三
丁
目
か
ら
は
、
通
り
の
東
の
果
て
に
見
え
る
お
寺
で
あ
る
。
な
お
、
前
記
の
箕
村
喜
佐
太
郎
氏
（
第
3
節
参
照
）
は
、
③
の
作
新
小
学
校
に
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
る
（『
阿
波
人
物
志
』
文
献
⑩
。
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
二
九
ま
た
『
愛
日
百
年
』
文
献
⑤
、
一
一
頁
）。
第
二
に
、
明
治
十
四
年
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
四
校
が
次
の
二
校
に
統
合
さ
れ
る
（
四
頁
）。イ：
佐
古
村
小
学
校：
中
佐
古
〔
大
裏
丁
〕
六
丁
目
（
今
の
善
成
﹇
よ
し
な
り
﹈
病
院
の
あ
た
り
と
さ
れ
る
）
ロ：
佐
古
町
小
学
校：
南
佐
古
の
現
在
地
に
隣
接
す
る
所
（
敷
地
は
遥
か
に
狭
く
、
現
在
の
中
瀬
氏
宅
の
あ
た
り
と
さ
れ
る
）
こ
の
時
期
、
武
田
丑
太
郎
は
、
明
治
十
七
年
三
月
か
ら
十
月
ま
で
、
小
学
校
職
員
の
「
数
学
研
究
会
」
の
た
め
の
講
師
の
任
に
就
い
て
い
る
（『
愛
日
百
年
』
文
献
⑤
、
七
頁
）。『
伝
』（
文
献
①
）
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
も
地
元
に
対
す
る
貢
献
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
イ
・
ロ
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
）。
第
三
に
、
明
治
十
九
年
に
、
右
の
二
校
が
さ
ら
に
統
合
さ
れ
て
「
佐
古
尋
常
小
学
校
」
と
な
る
（
八
頁
）。
箕
村
喜
佐
太
郎
は
そ
の
二
代
目
の
校
長
（
明
治
三
一
〜
大
正
八
）
で
あ
っ
た
。
武
田
丑
太
郎
が
講
演
会
を
開
い
た
明
治
三
十
六
年
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
佐
古
尋
常
小
学
校
」
の
時
代
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
四
に
、
明
治
四
十
三
年
に
、
新
校
舎
が
出
来
て
、
現
在
の
敷
地
（
旧
敷
地
の
西
側
）
に
移
転
す
る
（
一
三
頁
）。
玄
関
正
面
は
、
木
造
洋
風
の
堂
々
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
も
し
こ
の
頃
に
も
講
演
会
を
開
い
て
い
れ
ば
、
武
田
丑
太
郎
は
新
築
成
っ
た
こ
の
校
舎
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
市
民
の
眼
の
位
置
を
高
め
る
の
に
尽
力
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
現
在
の
佐
古
小
学
校
の
西
側
の
通
り
は
、
か
つ
て
「
古
馬
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
南
に
進
ん
で
山
に
突
き
当
た
る
と
墓
地
が
あ
っ
て
、
数
学
者
・
吉
川
実
夫
の
墓
と
石
碑
と
が
建
っ
て
い
る
。
吉
川
実
夫
が
歿
し
た
の
は
大
正
四
年
だ
か
ら
、
武
田
丑
太
郎
の
存
命
中
で
あ
る
。
弟
子
に
先
立
た
れ
た
師
の
胸
中
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
文
献
⑫
は
、
林
鶴
一
の
草
し
た
吉
川
実
夫
追
悼
の
文
で
あ
る
）。
（
注
⑨
）「
在
所
道
」
と
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
学
・
博
物
館
学
の
須
藤
茂
樹
先
生
か
ら
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
こ
の
語
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
・
第
二
版
）
に
「
田
舎
の
道
」
の
意
と
さ
れ
、
一
七
〇
〇
年
の
用
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
・
あ
の

に
在
所
道
ほ
ど
ふ
み
ま
よ
ふ
（
雑
俳
・
住
吉
御
田
植
）
雑
俳
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
卑
近
な
言
葉
な
の
だ
か
ら
、
寛
永
年
間
に
既
に
こ
の
語
が
成
立
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
う
不
自
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
例
で
は
、「
踏
み
迷
う
」
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
度
合
い
の
著
し
い
も
の
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。「
在
所
道
」
は
、
整
備
が
行
き
届
い
て
い
な
く
て
、
極
め
て
迷
い
や
す
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
の
隠
密
も
、「
新
町
の
よ
う
な
区
画
整
理
の
施
さ
れ
て
い
な
い
道
」「
一
歩
郊
外
に
踏
み
出
し
た
所
を
通
る
、
草
深
い
田
舎
道
」
と
い
っ
た
ふ
う
な
意
味
合
い
で
使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
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】
③
佐
古
小
学
校
郷
土
誌
研
究
同
人
（
編
）『
佐
古
郷
土
誌
』（
一
九
五
四
非
売
品
為
実
謙
一
）〔
為
実
氏
は
、
当
時
の
佐
古
小
学
校
の
校
長
の
任
に
あ
り
、
前
任
者
・
岡
島
幹
夫
氏
の
業
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
旨
、
序
に
記
さ
れ
て
い
る
。
復
刻
版
が
、
二
〇
一
五
年
に
、
左
記
の
続
編
と
と
も
に
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
で
も
後
者
を
用
い
た
〕
④
佐
古
刊
行
物
発
刊
委
員
会
（
編
）『
続
佐
古
郷
土
誌
』（
二
〇
一
五
佐
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・
佐
古
公
民
館
）
⑤
佐
古
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
（
編
）『
愛
日
百
年
』（
一
九
七
五
徳
島
市
立
佐
古
小
学
校
）
⑥
小
山
東
洋
（
弥
平
）
著
『
徳
島
市
街
詳
地
図
』（
明
治
三
九
年＝
一
九
〇
六
年
小
山
助
学
館
）〔
二
〇
一
〇
年
刊
の
復
刻
版
が
、
同
じ
く
小
山
助
学
館
（
徳
島
市
）
か
ら
出
て
い
る
〕
⑦
徳
島
市
史
編
さ
ん
室
（
編
）『
徳
島
市
史
別
巻
地
図
絵
図
集
』（
一
九
七
八
徳
島
市
）
⑧
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
・
編
集
発
行
『
徳
島
城
下
絵
図
図
録
』（
二
〇
〇
〇
年
刊
。
書
名
は
奥
付
に
よ
る
。
表
紙
に
は
『
絵
図
図
録
第
一
集
徳
島
城
下
図
』
と
あ
る
）
【
徳
島
の
人
物
】
⑨
徳
島
の
百
人
編
集
委
員
会
（
編
）『
徳
島
の
百
人
』（
徳
島
市
中
央
公
民
館
一
九
六
八
）
⑩
藤
井
喬
『
阿
波
人
物
志
』（
一
九
七
三
原
田
印
刷
出
版
〔
徳
島
市
〕）
⑪
（
株
）
サ
ラ
ト
（
編
）『
同
窓
会
名
簿
』（
二
〇
一
五
徳
島
県
立
城
南
高
等
学
校
（
旧
徳
中
・
城
南
）
同
窓
会
）
⑫
林
鶴
一
「
故
教
授
吉
川
実
夫
君
（
明
治
十
一
年
―
―
大
正
四
年
）」『
東
北
数
学
雑
誌
』
（
第
七
巻
、pp１１６
－
１２２
一
九
一
五
）〔
こ
ち
ら
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
〕
⑬M
atsusaburô
FU
JIW
A
R
A
“O
bituary
N
ote,T
SU
R
U
IC
H
I
H
A
Y
A
SH
I
（１８７３
－
１９３５
）”
T
ohoku
M
athem
atical
Journal,
First
Series
V
ol. ４１
,pp２６５
－
２８９
（１９３５
）〔『
東
北
数
学
雑
誌
』
第
四
一
巻
の
記
事
（
英
文
）
で
あ
り
、
Ｊ－
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
〕
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
三
〇
⑭
竹
治
貞
夫
『
近
世
阿
波
漢
学
史
の
研
究
』（
一
九
八
九
風
間
書
房
）
【
そ
の
他
】
⑮
徳
島
県
史
編
さ
ん
委
員
会（
編
）『
徳
島
県
史
第
五
巻
』（
一
九
六
六
非
売
品
徳
島
県
）
⑯
石
田
園
坡
『
阿
波
近
古
史
談
』（
一
九
七
三
徳
島
県
出
版
文
化
協
会
）〔
石
田
園
坡
（
一
八
六
三
〜
一
九
二
七
）
が
、『
徳
島
日
日
新
報
』
に
、
大
正
十
年
九
月
か
ら
昭
和
二
年
六
月
ま
で
連
載
し
た
記
事
を
集
め
た
も
の
。
石
田
園
坡
氏
は
、
旧
徳
中
最
初
期
の
卒
業
生
で
あ
る
（
明
治
十
四
年
・
乙
科
卒
。
こ
の
年
、
甲
科
は
五
月
に
、
乙
科
は
十
二
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
業
を
卒
え
て
い
る
）。『
伝
』（
文
献
①
）
の
記
事
も
、
彼
の
文
章
が
重
き
を
な
し
て
い
る
（
注
①
参
照
）〕
⑰
田
所
眉
東
（
市
太
）「
徳
島
市
佐
古
郷
社
諏
訪
神
社
考
」（
も
と
『
徳
島
毎
日
新
聞
』
昭
和
五
年
五
月
二
九
日
の
記
事
。『
徳
島
（
其
二
）（
粟
種
袋
八
）』（
一
九
四
〇
年
）
所
収
。
一
九
九
三
年
の
複
製
版
が
あ
る
）
⑱
河
野
幸
夫
『
徳
島
・
城
と
町
ま
ち
の
歴
史
』（
一
九
八
二
聚
海
書
林
）
⑲
佐
光
昭
二
『
阿
波
の
洋
学
事
始
』（
一
九
八
三
徳
島
市
立
図
書
館
）
⑳
金
田
弘
（
編
）『
雑
兵
物
語
』（
一
九
七
三
桜
楓
社
）
㉑
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
一
九
五
二
東
京
大
学
出
版
会
）
㉒
田
中
敏
生
「〈
日
常
経
験
〉
か
ら
〈
純
粋
経
験
〉
へ
―
『
考
へ
る
ヒ
ン
ト
Ⅱ
』
に
お
け
る
徂
徠
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
』
二
二
号
（
一
九
八
八
神
戸
大
学
）
㉓
田
中
敏
生
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
推
究
―
徂
徠
注
釈
書
に
お
け
る
「
古
語
」
の
指
摘
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
文
論
叢
』
一
六
号
（
一
九
八
九
神
戸
大
学
）
㉔
田
中
敏
生
「「
率
性
」
と
一
貫
―
徂
徠
『
中
庸
解
』
に
お
け
る
注
釈
の
特
質
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
池
坊
短
期
大
学
紀
要
』
二
三
号
（
一
九
九
三
）
㉕
田
中
敏
生
「
渾
淪
へ
の
回
帰
―
徂
徠
「
文
」
解
釈
の
意
味
す
る
も
の
―
」『
国
文
論
叢
』
二
四
号
（
一
九
九
六
）
【
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】
㉖
徳
島
県
立
図
書
館
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
絵
図
一
覧
」:http
://w
w
w
.library.
tokushim
a−
ec.ed.jp/digital/ezu/ezulist.htm
㉗
四
国
大
学
附
属
図
書
館
「
凌
霄
文
庫
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
9
名
東
県
資
料
（
阿
波
国
の
絵
図
）」http
://adcw
eb.g.shikoku−
u.ac.jp/R
Y
O
U
SY
O
U
/m
yodoken/index.htm
l
（
田
中
敏
生
四
国
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
）
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
―
一
三
一
